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人権教育の推進を図
る。自分のよさを実
感させ、自己肯定感
を高めるとともに、
相手を大切にする態
度を育てる。

Ａ

２回の思いやりの木の取組
と、朝会でいじめゼロの取
組についての発表を行っ
た。他の学年の取組を聞く
ことで、友達の良さに気付
いたり、自分にできること
を考えるきっかけになって
いたりした。

思いやりの木の取組を各学
級で価値付けをしたり、実
践につながるよう日常的な
指導に生かしたりする。い
じめゼロについては、上の
学年の実践を生かして学級
での取組を深化させる。

Ｂ

いじめゼロの取組はとても良い取組で
ある。思いやりの木に表される「うれ
しかったこと」などのポジティブな実
体験を児童が共有できたことはとても
良い。人権教育は学校だけで完結する
ことは困難であり、学校・家庭・地域
が一体となって進めていく必要があ
る。

次年度も全校体制でい
じめの早期発見・早期
対応を進めるとともに
全教育活動を通して人
権教育を推進してい
く。

道徳教育の推進を図
る。夢や希望を育
み、心の教育の充実
をさせるとともに、
社会で生きる土台を
培う。

Ａ

各学級の実態に合わせて、
日々の学級指導の中で道徳
教育を進めることができ
た。

特別の教科　道徳での授業
力向上を図るために、小教
研道徳部の実践を紹介した
り、資料提供をしたりす
る。

Ｂ

道徳性を養うという目標は、評価が他
の教科と異なるため、各学級の実態に
合わせて日々の指導の中でも道徳教育
を進めることができたことは良い。夢
や希望を育む大切さを実践して欲し
い。

特別の教科 道徳の授業
の充実と共に、道徳授業
地区公開講座に外部講師
を招聘し、引き続き心の
教育の充実を進める。

特別支援教室や教育
相談体制の活用を通
じて、特別な支援を
要する指導の充実を
図る。

Ｂ

担任、専科、わかすぎ担当者
の間で情報交換を行い、連携
して指導を行うことができ
た。保護者の理解を得ること
が難しい場合もあるが、丁寧
な説明を行い、学校と家庭の
連携を図る。

保護者とよりよい関係を築
くとともに、丁寧に学校で
の実態や課題を保護者に伝
え、適正な就学の実現をめ
ざす。

Ｂ

特別な支援とは何か、どうして必
要なのかを児童だけでなく、保護
者にも伝えていくことが必要であ
る。

わかすぎの教員やス
クールカウンセラーと
協力し、各学級での特
別支援教育の理解教育
を進める。

ICTを取り入れた教
材の工夫やめあて・
振り返りのある授業
づくりを通し、児童
の学習意欲の向上と
基礎学力の定着を図
る。

Ａ

デジタル教科書やスライド
など、どの教科の授業でも
使うように心掛けた。書く
ことが苦手な児童が多いの
で、効果的だったと感じ
る。

電子黒板の本格的な導入と
電子教科書の一部導入に向
け、ＩＣＴの本格的活用を
行っていくことを通して基
礎学力の定着を進める。

Ｂ

ICTはその機能・可能性を理解し
活用することで高い教育効果を得
ていくことはもちろん、教職員の
業務効率化・改善につながること
も期待する。電子黒板や電子教科
書の活用を進めて欲しい。

電子黒板や電子教科
書、学習用端末を活用
した教育活動を推進す
る。

考える場・話し合う
時間の設定を通じ
て、考える力・表す
力の向上を図る。

Ａ

２学期は考えを出し合った
り、話し合ったりする時間を
多く設定できた。今年度は考
えや発表を聞く機会が少な
かったので、今後も継続して
取り組んでいくことで考える
力・表現力の向上を図る。

教室でのソーシャルディス
タンスが要求される中、ク
ロームブックのジャムボー
ド等の活用を図り、ＩＣＴ
を活用した考える力や表す
力の向上を進める。

Ｂ

ジャムボード等、電子ツールを用
いたICTのより高度な活用に期待
するとともに、ICTの使用による
弊害のひとつとされる「書く力の
低下」にもより配慮いただけるこ
とを期待したい。

引き続き、校内研究や
自主研修、教材研究の
充実等を通して授業力
向上に努める。

読書貯本通帳・読書
月間の取組を通じ
て、読書好きの子供
を増やす。

Ａ

貯本通帳の取組と朝会での校
長先生から達成者紹介、読書
旬間でのおすすめの本紹介や
読書ビンゴなどの取組によっ
て読書好きの児童は増えてい
る。貯本通帳が溜まらない児
童は、貯本の紙を無くした
り、忘れたりといった、物の
管理での課題が大きい。

学校司書や図書ボランティ
アを活用し、読み聞かせを
行い、本への興味・関心を
高め読書活動の推進につな
げる。図書購入の予算確保
に努める。

Ｂ

「おすすめの本」紹介はとても良い。
読んだ本の内容を把握し、自分が感じ
たことを書き出すことは文章作成の良
い練習になる。保護者、児童のアン
ケート結果に比べ教職員の評価が低い
ことを鑑みるなか、本は誰でもが平等
に得ることができる唯一の情報源なの
で、より本への興味を高める指導・工
夫をお願いする。

家庭学習強化旬間や読書
旬間において読書する時
間を位置付けられるよう
に家庭に対して啓発を進
める。

縄跳び旬間・持久
走旬間などの一校
一取組運動や休み
時間の外遊び啓発
を通して、体力の
向上を図る。

Ｂ

コロナ禍、委員会、自主練
習などが重なり、休み時間
に外遊びができる条件が十
分だったとは言えない。休
み時間を使って行うことが
できず、継続してできな
かった。

中休みや昼休みは、基本的
に外で遊ぶことを各学級で
指導する。旬間中は、外で
活動することを優先させ
る。

Ｂ

近所では外で遊ぶ児童の姿を見かけな
い。学校での体力づくりを期待する。
児童、保護者の評価は教職員評価を上
回っている。コロナの状況を考慮しつ
つ、密を避け工夫をしながら体力向上
の取組に期待している。

体力・運動能力向上に向
けた日常の体育の授業の
充実を図るとともに、休
み時間は外で体を動か
し、心と体をリフレッ
シュする。

保健指導の充実を図
る。「元気チェック
カード」や感染症対
策を通じて、健康的
な生活習慣づくりを
進める。

Ｂ

マスクの着用や手洗いの徹
底、３密を避けた行動など、
感染予防の取組を全校で実施
することができた。ゲームや
スマホなどの使い方は、全校
で継続的に指導していく必要
がある。

手洗い・うがいを教室に入る
時に必ず行うよう指導する。
ゲームやスマホ等の使い方
は、児童への指導だけでなく
ﾉｰｹﾞｰﾑｷｬﾝﾍﾟｰﾝや保護者会、保
健だより等を通して保護者へ
の啓発を行う。

Ａ

感染症対策は学校としてできることを
しっかりやっているので、マスク着
用、手洗いの徹底の取組が定着してい
る。元気チェックカードの保護者への
浸透も良いと見て取れる。家庭を巻き
込み継続した取組をお願いする。

「元気チェックカード」
は効果的に活用されてい
た。次年度も継続すると
ともに、課題に応じた内
容に改善していく。

日常の安全指導や避
難訓練を徹底させ、
命を大切にする教育
の充実を図る。

Ｂ

コロナの感染状況に応じた安
全指導・避難訓練を実施する
ことができた。校庭までの避
難を実施することができたの
で、避難経路の確認をするこ
とができた。

状況に応じた避難訓練を継
続して行う。命の大切さや
命を自分で守ることの重要
性を浸透させる。

Ｂ

実際の災害発生時には予想もつかない
状況となることがある。繰り返しの訓
練で避難の基本を身に付けられる様、
緊張感をもっての取り組みを引き続き
お願いする。

今年度できなかった交通
安全教室や外への避難訓
練などを工夫して実施し
ていく。

学校便りやメール配
信、ホームページ、
スクリレの活用を通
じて、開かれた学校
を推進する。

Ａ

スクリレやメール配信など
を活用して学校の情報や学
習の課題などを家庭に知ら
せることができた。

コロナ禍の中で保護者や地
域に教育活動を十分に公開
できなかったので、学校Ｈ
Ｐやスクリレ等を活用し
て、学習や行事を画像とコ
メントで伝えていく。

Ａ

デジタルツールによる情報配信は時に
一方通行になりがちだが、保護者によ
る評価は高いことから有効に機能して
いるものと思う。学校ホームページの
活用をもっと積極的に行って欲しい。

スクリレの活用や学校
ホームページの更なる改
善を通じて、開かれた学
校を推進していく。

教職員が、それぞれ
の専門性を発揮する
ともに、一致協力し
て教育活動に当た
る。

Ｂ

教職員間で情報共有・連携
を図り、学校全体で協力し
て教育活動に当たることが
できた。

各担任の専門性を学年で生
かす教科担任制の準備期間
として試行していく。

Ａ

十分な準備に基づいた試行の結果を相
互にフィードバックし共有すること
で、教科担任制のメリットが最大限得
られるように進められることを期待す
る。

各担任の専門性を学年で
生かす教科担任制の準備
期間として試行してい
く。

行事や授業の連携を
通じて、西中学校区
や異校種・様々な公
共機関との交流を推
進する。

Ａ

小中連携の取組は計画した
が、コロナの感染拡大によ
り、生徒・児童の交流は実
施できなかった。

実施可能な交流を積極的に
進めていく。

Ｂ

新型コロナ感染拡大懸念のなか、基本
対策となる三密回避を優先せざるを得
ないが、デジタルツールを活用した交
流実施の工夫もあって良い。

来年度も新型コロナ感染
拡大の懸念がある場合
は、その中でできる交流
を進める。
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